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　佳　作

心のアート展２０２５の作品を募集します！

■応募資格者
（１）精神疾患や精神障がいがあり、東胆振地域の
　　精神科医療機関、精神関係の各施設を利用中の方
（２）精神疾患や精神障がいがあり、東胆振地域に
　　お住まいで、同様の施設を利用中の方
　※ 入院・通院・施設入所の別を問いません。

■募集作品
・絵画　・写真　・手工芸品　・木工品　・書道
・その他展示できるもの（（例）俳句、川柳など）

■応募先
・道央佐藤病院 ・ウトナイ病院 ・苫小牧緑ヶ丘病院
・北海道メンタルケアセンター
・苫小牧地域生活支援センター
　※ 詳しくは各応募先にお問い合わせください。
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物
価
の
日
韓
逆
転
に
つ
い
て

東
胆
振
精
神
保
健
協
会
会
長

髙
木

果

巻
頭
言

か
け
は
し

第
六
十
四
号

（
通
巻
六
十
七
号
）

発
行
者

東
胆
振
精
神
保
健
協
会

事
務
局

苫
小
牧
市
若
草
町
二
‐
二
‐
二
十
一

北
海
道
苫
小
牧
保
健
所
健
康
推
進
課

印
刷
発
行

令
和
七
年
三
月

昨
春
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
終
結
後
に
初
め
て
訪
れ

た
台
湾
旅
行
の
印
象
が
予
想
以
上
に
良
か
っ
た
の

で
、
調
子
に
乗
っ
て
昨
年
の
秋
に
は
14
年
ぶ
り
に

ソ
ウ
ル
を
訪
れ
た
。

こ
れ
ま
で
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
主
要
な
博
物
館
と
美
術
館
を
時
間
を
か
け
て
観

覧
し
た
り
、
現
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
を

し
て
く
れ
た
77
歳
の
老
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
西
村
を
散

策
し
た
り
し
た
こ
と
は
忘
れ
が
た
い
思
い
出
と

な
っ
た
。

し
か
し
、
最
も
衝
撃
的
だ
っ
た
こ
と
は
物
価
の

日
韓
逆
転
現
象
で
あ
っ
た
。

最
初
に
ソ
ウ
ル
を
訪
れ
た
の
は
四
半
世
紀
前
だ

が
、
物
価
は
日
本
よ
り
も
か
な
り
安
く
、
旅
行
し

て
い
て
も
気
が
楽
だ
っ
た
。

14
年
前
も
物
価
は
ま
だ
ま
だ
日
本
よ
り
は
安
く
、

外
食
や
買
い
物
の
際
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
今
回
は
勝
手
が
違
っ
た
。
両
替
の
際

に
は
１
万
円
が
10
万
ウ
ォ
ン
に
満
た
ず
、
そ
の
時

は
「
あ
れ
？
」
と
怪
訝
に
思
っ
た
だ
け
だ
っ
た
の

だ
が
、
街
に
出
て
外
食
や
買
い
物
等
で
現
地
価
格

を
円
に
換
算
し
て
み
る
と
何
も
か
も
日
本
よ
り
も

高
い
こ
と
が
わ
か
り
、
強
い
衝
撃
を
受
け
た
。

ス
タ
バ
や
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
い
っ
た
チ
ェ
ー
ン

店
の
値
段
が
日
本
よ
り
２
割
ほ
ど
高
く
、
お
そ
ら

く
こ
ち
ら
は
円
安
に
よ
る
為
替
差
益
が
主
因
と
思

わ
れ
る
が
、
生
鮮
食
品
が
日
本
よ
り
も
６
～
９
割

程
度
割
高
な
の
は
（
例
え
ば
鶏
卵
は
10
個
入
り

パ
ッ
ク
が
５
０
０
円
く
ら
い
す
る
）
、
よ
り
根
本

的
な
構
造
的
差
異
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

幸
い
バ
ス
や
地
下
鉄
と
い
っ
た
公
共
交
通
機
関

は
日
本
よ
り
も
安
く
、
ま
た
文
化
施
設
の
多
く
は

無
料
だ
っ
た
の
で
も
と
も
と
の
旅
行
計
画
自
体
は

影
響
を
受
け
な
か
っ
た
の
だ
が
、
私
の
よ
う
な
倹

約
家
に
と
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
通
貨
ギ
ャ
ッ
プ
は

非
常
に
苦
し
く
、
購
買
意
欲
が
完
全
に
失
せ
て
し

ま
い
、
結
局
何
も
買
う
こ
と
が
で
き
ず
に
手
ぶ
ら

で
帰
国
し
た
。

私
の
よ
う
な
バ
ブ
ル
世
代
に
と
っ
て
は
「
韓
国

旅
行≒

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
い
う
固
定
観
念
が
長

年
定
着
し
て
い
た
が
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
今
回
完

全
に
崩
壊
し
、
国
境
を
越
え
た
世
界
の
変
化
を
実

感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

か
け

は

し

東
胆
振
精
神
保
健
協
会

通
信

『
心
の
ア
ー
ト
展
』
の
開
催
は
今
回
で
21
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

文
化
・
芸
術
へ
の
関
わ
り
を
通
し
て
精
神
障
が

い
を
も
つ
方
々
の
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
、
精

神
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
こ
の
ア
ー
ト
展
に
お
い
て
、
入
選
し
た

５
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

会
場
で
は
、
来
場
者
に
心
に
残
っ
た
作
品
に
投

票
を
し
て
い
た
だ
き
、
「
細
か
い
所
や
色
の
使
い

方
が
と
て
も
キ
レ
イ
！
」
、
「
精
巧
な
作
り
で
素

敵
で
し
た
！
」
な
ど
の
作
品
へ
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

お
礼
（
協
会
員
の
皆
様
へ
）

令
和
６
年
度
に
東
胆
振
精
神
保
健
協
会
に
会
費
等

を
納
入
く
だ
さ
い
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
お
礼
申
し
上

げ
、
団
体
会
員
様
に
つ
い
て
お
名
前
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
団
体
会
員
】

苫
小
牧
民
報
社
、
苫
小
牧
市
医
師
会
、
苫
小
牧

緑
ヶ
丘
病
院
、
ウ
ト
ナ
イ
病
院
、
道
央
佐
藤
病
院
、

北
海
道
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
苫
小
牧
市
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
苫
小
牧
市
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
な
み
会
、
社
会

福
祉
法
人
緑
星
の
里
、
社
会
福
祉
法
人
せ
ら
ぴ
、
苫

小
牧
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
苫
小
牧
市
町

内
会
連
合
会
、
苫
小
牧
商
工
会
議
所
、
回
復
者
ク
ラ

ブ
こ
ぶ
し
フ
レ
ン
ズ
、
ほ
の
ぼ
の
ク
ラ
ブ
、
新
生
樽

前
、
苫
小
牧
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
白
老
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
安
平
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
む
か
わ
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
個
人
会
員
】

３
６
名
の
個
人
会
員
の
み
な
さ
ま

【
負
担
金
、
交
付
金
】

苫
小
牧
市
、
白
老
町
、
厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か

わ
町
、
北
海
道
精
神
保
健
協
会

東
胆
振
精
神
保
健
協
会
入
会
の
ご
案
内

本
会
は
、
東
胆
振
地
域
（
苫
小
牧
市
、
白
老
町
、

厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
）
に
お
住
ま
い
の
方

の
精
神
保
健
に
関
す
る
知
識
の
啓
発
に
努
め
、
精
神

的
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
普
及
啓
発
を
目
指
し
た

「
精
神
保
健
大
会
」
の
開
催
、
機
関
誌
「
か
け
は

し
」
の
発
行
、
こ
こ
ろ
の
病
気
や
障
が
い
を
持
っ
た

方
々
の
社
会
参
加
や
地
域
住
民
へ
の
理
解
促
進
を
目

指
し
た
「
心
の
ア
ー
ト
展
」
の
開
催
な
ど
、
毎
年
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
是
非
一
緒
に
活

動
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
会
費
（
年
額
）
】

個
人
会
員

一
口

１
，
０
０
０
円

団
体
会
員

一
口

５
，
０
０
０
円

東
胆
振
精
神
保
健
大
会
開
催
報
告

令
和
６
年
11
月
２
日
に
苫
小
牧
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
た
令
和
６
年
度
東
胆
振

精
神
保
健
大
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
数
の
皆
さ

ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
会
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
第
１
部
で
は
、
精
神
保
健
福
祉
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
白
老
宏
友
会
様
に
対

し
、
東
胆
振
精
神
保
健
事
業
功
績
者
感
謝
状
を
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
９
月
７
日
～
８
日
に
イ
オ
ン
モ
ー

ル
苫
小
牧
に
お
い
て
開
催
し
た
『
心
の
ア
ー
ト
展

２
０
２
４
』
に
お
い
て
展
示
し
た
59
点
の
作
品
の

中
か
ら
、
来
場
者
の
投
票
を
基
に
選
ば
れ
た
５
作

品
の
作
者
に
対
し
表
彰
を
行
い
、
受
賞
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
こ
こ
ろ
の
リ
カ
バ
リ
ー
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
、
心
の
病
を
お
持
ち
の

方
や
ひ
き
こ
も
り
の
方
な
ど
の
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ

や
相
談
支
援
を
さ
れ
て
い
る
阿
部
幸
弘
様
を
講
師

に
迎
え
、
『
“
ひ
き
こ
も
り
”
と
ど
う
関
わ
る

か
？
～
家
族
も
本
人
も
、
社
会
も
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
支
援
は
家
族
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
る
こ
と
、
情
報

を
増
や
し
、
対
話
を
続
け
て
徐
々
に
本
人
に
近
づ

く
こ
と
、
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
の
社
会
を
つ
く

る
こ
と
な
ど
の
お
話
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は

「
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
、
「
ひ
き
こ
も
り
に
つ

い
て
深
く
学
べ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

当
協
会
で
は
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
や
関
係

機
関
と
と
も
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
や
精
神
保
健
福

祉
の
問
題
な
ど
を
考
え
る
場
と
し
て
、
よ
り
良
い

大
会
の
開
催
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

来
年
度
の
大
会
も
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

心
の
ア
ー
ト
展
２
０
２
４

入
選
作
品
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派遣チームの信条

苫
小
牧
市
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

宮
坂

昌
和

地
震
や
水
害
等
で
被
災
し
た
方
々
を
支
援
す
る

医
療
や
福
祉
の
専
門
職
の
チ
ー
ム
が
多
数
あ
り
ま

す
。み

な
さ
ん
は
い
く
つ
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。

最
も
有
名
な
も
の
は
、
災
害
が
起
き
た
直
後
に

被
災
地
に
入
り
、
生
命
の
危
険
に
晒
さ
れ
た
方
々

の
救
急
対
応
に
携
わ
る
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）
」
で
す
が
、
災
害
の
時
期
に
よ
っ

て
も
多
種
多
様
な
専
門
職
が
入
れ
替
わ
り
、
様
々

な
医
療
・
福
祉
の
支
援
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

私
は
平
成
30
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
、

北
海
道
庁
の
職
員
と
し
て
「
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派

遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
）
」
、
ま
た
、
昨
年
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
北
海
道
社
会
福
祉
士
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
「
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
福

祉
チ
ー
ム
）
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

似
た
名
称
ば
か
り
で
紛
ら
わ
し
い
で
す
が
、
Ｄ

Ｐ
Ａ
Ｔ
は
精
神
科
医
と
専
門
看
護
師
、
２
名
の
業

務
調
整
員
（
情
報
の
管
理
や
、
関
係
機
関
・
他
の

支
援
チ
ー
ム
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
メ
ン
バ
ー
）

か
ら
な
る
医
師
主
体
の
チ
ー
ム
で
す
。

被
災
の
大
き
な
ス
ト
レ
ス
で
起
き
た
重
い
精
神

症
状
（
重
度
の
う
つ
状
態
・
自
殺
企
図
、
興
奮
、

幻
覚
妄
想
状
態
な
ど
）
が
あ
る
方
な
ど
の
情
報
を
、

地
域
を
巡
回
し
て
い
る
他
の
専
門
職
チ
ー
ム
や
避

難
所
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
（
都
道
府
県
か
ら
派
遣
さ

れ
た
一
般
の
公
務
員
や
大
企
業
グ
ル
ー
プ
の
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
か
ら
聞
き
取
り
、
本
人
の
と
こ

ろ
に
赴
い
て
、
診
察
や
病
状
に
合
う
地
域
の
精
神

科
医
療
機
関
と
の
受
診
調
整
を
行
い
ま
す
。

緊
急
性
次
第
で
は
、
向
精
神
薬
等
を
そ
の
場
で

処
方
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
い
わ
ば
「
動
く
診
療

所
」
で
す
。

発
災
後
概
ね
３
日
（
72
時
間
）
は
、
危
機
に
晒

さ
れ
た
被
災
者
の
命
を
守
る
た
め
、
自
衛
隊
や
消

防
、
救
急
医
療
チ
ー
ム
の
大
規
模
な
救
命
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
一
段
落
し
、
被
災
者
が

「
ひ
と
ま
ず
命
の
危
険
か
ら
脱
し
た
」
時
期
が
活

動
期
間
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
一
方
の
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
社
会
福
祉
士
や

介
護
福
祉
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
で
構
成
さ
れ

る
３
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
、
医
師
の
よ
う
な

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
職
種
が
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
活
か
し
て
、
主
に
避
難
中
の
方
々
に
対

し
て
、
災
害
関
連
死
等
の
二
次
被
害
の
予
防
や
普

段
の
生
活
へ
の
復
帰
に
向
け
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
避
難
所
を
回
っ
て
避
難
者
の
健

康
状
態
や
困
り
事
を
聞
き
取
り
、
高
齢
や
障
が
い

の
た
め
避
難
所
生
活
が
う
ま
く
で
き
な
い
点
（
公

共
施
設
の
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
、
パ
ン
と
弁
当
ば

か
り
で
体
調
を
崩
し
そ
う
、
避
難
所
で
何
が
起

こ
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
）
が
あ
れ
ば
、

避
難
所
ス
タ
ッ
フ
へ
の
助
言
や
、
市
町
村
の
保
健

師
・
他
の
専
門
職
チ
ー
ム
と
の
情
報
共
有
、
被
災

市
町
村
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

昨
年
２
月
の
能
登
半
島
へ
の
派
遣
で
は
、
自
宅

修
理
や
そ
の
他
の
公
的
な
支
援
の
情
報
を
高
齢
の

方
や
障
が
い
が
あ
る
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
ま
と
め
、
町
を
通
じ
て
避
難
所
に
設
置
し
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
的
に
被
災
地
は
、
見
ず
知
ら
ず
の
様
々
な

支
援
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
次
々
と
入
っ
て
く
る

一
方
で
、
頼
み
の
綱
の
市
町
村
が
疲
弊
し
て
平
常

時
の
業
務
が
停
滞
し
、
生
活
を
立
て
直
す
た
め
に

必
要
な
情
報
も
わ
か
り
に
く
い
環
境
で
す
。

地
震
発
生
後
２
か
月
ほ
ど
が
経
っ
た
能
登
半
島

の
避
難
所
で
は
、
地
域
の
方
の
帰
宅
が
徐
々
に
進

む
中
、
大
変
皮
肉
な
こ
と
に
、
日
頃
か
ら
自
治
体

や
福
祉
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
（
言
い
方
を
変

え
る
と
、
自
分
達
の
力
だ
け
で
生
活
を
送
っ
て
い

た
）
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
が
多
く
取
り
残
さ

れ
、
使
い
勝
手
の
悪
い
慣
れ
な
い
環
境
で
、
支
援

が
必
要
な
方
々
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

胆
振
東
部
地
震
か
ら
６
年
経
ち
、
そ
の
教
訓
を

生
か
し
て
防
災
や
災
害
対
応
へ
の
備
え
が
東
胆
振

の
各
地
で
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
心
の
備
え
・

物
の
備
え
と
合
わ
せ
て
、
自
分
の
力
を
尽
く
し
て

生
活
を
頑
張
っ
て
い
る
方
ほ
ど
、
役
所
・
役
場
や

福
祉
の
支
援
者
、
そ
れ
が
難
し
け
れ
ば
、
最
低
で

も
身
近
な
家
族
や
友
人
と
つ
な
が
っ
て
、
緊
急
時

に
は
す
ぐ
に
助
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
お
く

「
支
援
を
受
け
る
た
め
の
備
え
」
が
、
防
災
の
大

切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
こ
と
を
派
遣
を
通
じ
て

感
じ
ま
し
た
。

な
お
、
他
に
も
歯
科
衛
生
士
や
栄
養
士
、
リ
ハ

ビ
リ
専
門
職
な
ど
様
々
な
専
門
職
チ
ー
ム
が
あ
り
、

災
害
支
援
は
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

お
一
人
お
一
人
の
防
災
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
機

会
に
御
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
と
大
変
幸
い

で
す
。

□
苫
小
牧
市

【
こ
こ
ろ
の
相
談
日
】

眠
れ
な
い
、
気
分
が
落
ち
込
む
な
ど
こ
こ
ろ
の

不
調
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
依
存
症
の
問
題
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
１
水
曜
日

９
時
～
16
時

場
所

苫
小
牧
市
役
所
４
階

健
康
支
援
課

相
談
方
法

相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
事
前
予
約

電
話

０
１
４
４
（
３
２
）
６
４
１
０

メ
ー
ル

ken
kosie

n@ci
ty.t

omak
omai.h

okkai
do
.j

p

（
健
康
こ
ど
も
部
健
康
支
援
課
）

□
白
老
町

【
健
康
相
談
】

保
健
師
に
よ
る
来
所
や
電
話
・
メ
ー
ル
で
の
健

康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
区
担
当
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
来
所

さ
れ
る
場
合
は
事
前
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

平
日

９
時
～
16
時

場
所

白
老
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
４
・
６

電
話

０
１
４
４
（
８
２
）
５
５
４
１

メ
ー
ル

kenko@town.shiraoi.hokkaido.jp

（
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
）

【
白
老
町
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
紹
介
】

名
前

ウ
ェ
ち
ゃ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「Welcome to Shiraoi!

」

（
よ
う
こ
そ
、
白
老
！
のWelcome

の
「
ウ
ェ
」
と

「
シ
ネ
ウ
ェ
」
（
ア
イ
ヌ
語
で
「
訪
問
す
る
」
の

意
味
）
の
２
つ
の
意
味
が
あ
り
、
「
白
老
町
に
お

越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い

う
感
謝
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
）

白
老
で
育
て
ら
れ
て
い
る
牛
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
牛
の
妖
精
」
で
す
。

□
安
平
町

安
平
町
で
は
、
住
民
の
方
へ
「
こ
こ
ろ
の
健
康

ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実

施
し
、
臨
床
心
理
士
と
と
も
に
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
係
部
署
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の

事
例
検
討
会
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
民
生
・

児
童
委
員
を
対
象
に
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研

修
」
も
実
施
し
ま
し
た
。

年
度
末
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
は
広
報
に
啓

発
記
事
を
掲
載
予
定
で
す
。

個
別
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、

随
時
、
保
健
師
や
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
や
訪

問
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
の
健
康
福

祉
課
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時

平
日

8
時
30
分
～
17
時
15
分

（
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

電
話

０
１
４
４
（
２
９
）
７
０
７
１

（
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
）

□
厚
真
町

厚
真
町
で
は
、
町
内
の
支
援
機
関
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、
自
殺
対
策
推
進
に
向
け

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
支
援
が
必
要
な
人
に
支
援
を
届
け

る
、
み
ん
な
で
い
の
ち
支
え
る
厚
真
町
」
と
い
う

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
自
殺
対
策
に
お
い
て
先
進

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
、
岩
手
県
へ
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。

視
察
で
は
ま
ず
、
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
相
談

会
を
見
学
し
ま
し
た
。

相
談
会
は
毎
週
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
方
が

気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
る
様
子
が
印
象
的
で
、
地

域
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
っ
て
大
事
だ
よ
ね
」
と
い

う
認
識
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。次

に
、
自
殺
対
策
を
担
う
関
係
機
関
が
集
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
陪
席
し
ま
し
た
。

「
に
も
包
括
」
と
い
う
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
を
精

神
科
医
が
解
説
し
、
出
席
者
ら
の
「
共
に
学
び
、

共
に
考
え
る
」
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
吸
収
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

来
年
度
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
実
現
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

春
が
近
づ
く
こ
の
季
節
、
み
な
さ
ん
少
し
ず
つ

冬
眠
か
ら
覚
め
、
活
動
的
に
な
る
頃
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

毎
度
さ
ま
の
Ｒ
．
Ｏ
で
す
。

昨
年
か
ら
の
記
録
的
な
物
価
高
で
キ
ャ
ベ
ツ
が

一
時
６
０
０
円
と
か
、
と
て
も
手
が
出
な
い
よ
う

な
お
値
段
に
な
り
、
家
計
も
苦
し
く
て
毎
日
の
食

事
の
献
立
に
頭
を
悩
ま
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

こ
の
物
価
高
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
と
て
も
気

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
元
旦
早
々
の
大
き
な
地
震
に
始

ま
り
、
記
録
的
な
豪
雨
も
あ
り
、
毎
日
の
よ
う
に

色
々
な
場
所
で
小
さ
な
地
震
も
起
き
て
、
日
本
が

沈
没
す
る
よ
う
な
大
き
な
地
震
が
起
き
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
ビ
ク
ビ
ク
も
し
て
い
ま
す
。

春
が
過
ぎ
、
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
野
菜
の
お
値

段
が
安
定
す
る
こ
と
を
今
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
多
趣
味
な
私
は
桜
が
つ

ぼ
み
始
め
た
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
朝
早
く
か
ら
カ
メ

ラ
を
持
っ
て
公
園
な
ど
に
出
か
け
、
桜
を
撮
り
に

行
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
気
に
な
る
こ
と
や
趣
味
な
ど
楽
し
く

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
！

か
け
は
し
担
当
Ｒ
．
Ｏ

各
市
町
の
取
り
組
み

編
集
後
記

□
む
か
わ
町

む
か
わ
町
で
は
、
胆
振
東
部
地
震
後
か
ら
「
こ

こ
ろ
の
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
項
目
も
確
認
し
て
い
ま
し

た
が
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

現
在
は
う
つ
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
抽
出
に
内
容
を

し
ぼ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

う
つ
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
割
合
は
昨
年
度
よ
り

若
干
下
が
り
ま
し
た
が
大
き
な
変
化
は
な
く
、
支

援
の
継
続
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
結
果
か
ら
憂
う
つ
等
の
訴
え

に
よ
り
ハ
イ
リ
ス
ク
と
な
っ
た
方
へ
は
、
保
健
師

が
身
近
な
相
談
先
等
の
情
報
提
供
や
臨
床
心
理
士

に
よ
る
個
別
相
談
の
お
す
す
め
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
は
一
般
町
民
向
け

に
各
地
区
で
１
回
ず
つ
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
、
町
内
の
事
業
所
へ
声
か
け
し
、
昨
年
度

ま
で
と
は
違
っ
た
顔
ぶ
れ
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
も
わ
か
り
や
す
い
と
好
評
で
す
。

今
後
も
、
地
域
で
お
互
い
に
気
づ
き
、
見
守
り

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
講
座
を
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

災
害
派
遣
チ
ー
ム
か
ら
見
え
た

「
支
援
の
備
え
」
に
つ
い
て


